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はじめに
　近年の中国にとって非常に重要な政策目標と
なっている「一帯一路」構想において，海外に
おける中国語教育と中国文化の普及のための専
門機関である孔子学院はどのように位置づけら
れているだろうか。
　2017年に北京で初めての「一帯一路」国際協
力ハイレベル・フォーラムが開催された。タイ
ミングを合わせるように，孔子学院に関する公
式雑誌である『孔子学院』誌でも「一帯一路」
構想の言及が増加している。たとえば同年 1 月
の『孔子学院』誌第48期 1 号は，「孔子学院と『一
帯一路』イニシアチブ・ラウンドテーブル・
フォーラム」の様子を報じた。参加した夏建輝
孔子学院本部次長および13か国からの14名の孔
子学院長は「『一帯一路』構想のもとで，孔子
学院は沿線国の中国企業に勤務する地元社員に
言語と職業訓練を実施し，とくに中国と沿線国
との文化交流やビジネス関係のような多様な分
野での協力における情報や政策のコンサルテー
ションを提供するシンクタンクとして機能す
る」ことで同意したという （ 1 ）。また同年 3 月
の『孔子学院』誌第49期 2 号は，「一帯一路」
特集号であった。巻頭の「編者按」では「“ 一
帯一路 ” 沿線の国と地域における言語コミュニ
ケーションの架け橋として，孔子学院は中国語
を訓練するだけでなく，人々が互いによりよく
理解するのを助ける」と「一帯一路」構想と孔
子学院の役割に言及している。同号巻頭掲載の
寧夏大学国際教育学院王輝院長の論文では，中
国語および孔子学院が「一帯一路」構想におい
て果たすべき役割を次のように述べている。
　「言語は『一帯一路』の実施のための重要な
推進力のひとつである」。「交流によって『一帯
一路』沿線諸国の人々が，オープンで包括的（イ
ンクルーシヴ）な国家である中国についてより
深く学ぶことを可能にする」。「『一帯一路』沿
線の孔子学院は，サービスと支援，そして言語・
文化の交流および中国と外国文化の相互学習の
強化のための窓の役割を果たすことが期待され
ている」。
　王輝は言語を「一帯一路」構想の実施のため
の推進力のひとつと位置づけ，沿線国の孔子学
院には，言語と文化交流の担い手として「窓」
の役割が期待されているのである （ 2 ）。
　中国と隣り合う南アジアは，「一帯一路」構
想の沿線国である。近年，南アジアでは，中国
の資金を利用した大規模な道路や港湾をはじめ
とするインフラ整備に注目が集まっている。と
くにスリランカのハンバントタ（2017年12月債
務返済に窮し，港湾の運営権を99年間譲渡）や
パキスタンのグワダルでは港湾と高速道路や他
のインフラ建設を含む国家的な大プロジェクト
が進められてきた （ 3 ）。
　本稿では「一帯一路」構想と孔子学院および
中国語教育の関係について，南アジアの孔子学
院を例に検討する。南アジアは陸でも海でも「一
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帯一路」の沿線国として重要であることがその
第一の理由である。第二に南アジア諸国の「一
帯一路」構想へのコミットメントの度合いがか
なり違うことから，その違いと孔子学院の活動
状況との関係性についても注目したい。南アジ
アでは，地域大国としてインドの存在が圧倒的
であった。そこに近年，中国が圧倒的な経済力
によって南アジア諸国への影響力を強めてお
り，一部ではインドとは競合・対立する関係も
生まれている。そのインドは1962年の国境紛争
以来，未確定の国境およびダライ・ラマの保護
という対中関係の懸案を抱えている。地域の大
国インドの影響力と伸長する中国の影響力がせ
めぎあう南アジアでは，「一帯一路」構想に対
するコミットメントも国によってかなり異なっ
ている。コミットメントの違いは，当該国の孔
子学院の活動にも反映されているのか。本稿は
この問題意識に基づき，とくに地域において中
国とライバル関係にあるインドと，長年中国と
非常に良好な関係にあり「一帯一路」構想への
コミットメントの大きいパキスタンの孔子学院
の活動とを比較してみる。
　近年の日本語の孔子学院の先行研究の例とし
ては，孔子学院の組織や運営などを分析した大
塚豊 （ 4 ） や，「中国語教育推進」戦略を日本と
比較した尹景春 （ 5 ），日本国内の孔子学院の状
況を論じた馬場毅 （ 6 ） などがあげられる。いず
れも中国側資料や関係者への聞き取りを通じ
て，いまだ外部からは理解しにくい孔子学院の
組織や運営を明らかにする貴重な研究である
が，執筆時期のため「一帯一路」構想との関連
は薄いといえる。王雪萍 （ 7 ） は，「一帯一路」
構想と孔子学院を直轄する教育部の活動の相関
に注目した先駆的な分析である。日本語の文献
で「一帯一路」構想の沿線国の孔子学院の活動
に注目した研究として執筆時点（2018年 8 月に
おいて）確認できたのは，中央アジアとアフリ
カを取り上げている川島真 （ 8 ） であった。
　南アジアにおける孔子学院および中国語教育
をとりあげた研究は，中国語の文献で確認でき
る。趙瑞琦 （ 9 ） は中印の文化交流の経緯と「一
帯一路」構想を結びつけ，段維彫，王紅，胡陽 （10）
は第二次世界大戦前のタゴールと譚雲山らのイ
ンド国際大学の中国学院を世界最初の孔子学院
と位置付ける。劉婷 （11） は，「一帯一路」構想
と最近の中印高等教育交流を扱う。また国際的
な比較としては王麗雅 （12） の米国，ロシア，ド
イツとインドで実施されたアンケートを分析し
た研究が確認できる。
　日本語の先行研究には「一帯一路」の沿線国
である南アジア地域の孔子学院にふれたものは
確認できない。また中国語文献では南アジアの
地域の特性に注目して比較するという視点が欠
けているように思われる。そこで，本稿では，
南アジア地域を焦点に，孔子学院の活動状況と
「一帯一路」構想の関係について分析し，中国
との関係と孔子学院の中国語教育への影響を含
めて考察してみたい。
１「一帯一路」構想と南アジア
（ １）「一帯一路」構想
　「一帯一路」構想の起源は 2013年 9 月のシル
クロード経済ベルト構想と同10月の21世紀海上
シルクロード構想とされる。その内容は当初漠
然としていたが，2015年 3 月に国家発展改革委
員会と外交部・商務部が陸のシルクロードの具
体的な政策を発表し，2017年 5 月「一帯一路」
国際協力ハイレベルフォーラムで海のシルク
ロードの具体的な政策が発表された （13）。
　陸のシルクロードの経済回廊でも，中国パキ
スタン経済回廊，やBCIM（バングラデシュ，
中国，インド，ミャンマー）などのルートは南
アジアを通過するものである。インド洋は海の
シルクロードの主要な位置を占める。米ワシン
トンポスト紙によると，2000〜2014年の15年間
に20億ドル以上，中国からの援助やそれに準ず
る資金を受け入れた国のほとんどがアフリカの
諸国であるが，南アジア諸国の中ではスリラン
カが28億ドルで 9 位，パキスタンが24億ドルで
12位に入っている （14）。
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　なかでも習近平国家主席が最重視していると
されるのが，中国パキスタン経済回廊（CPEC）
である。CPECには中東からの石油をパキスタ
ンのグワダル港からパイプラインで新疆ウィグ
ル自治区に輸送するという構想があり，完成す
れば中国はマラッカ海峡を経由せずに石油輸入
が可能となる。CPECは総額620億ドル相当の
包括的なインフラプロジェクトで，パイプライ
ンのほか，高速道路，港湾，空港，発電所，鉱
山開発なども含まれる。CPECはパキスタンの
経済成長を毎年1.5ポイント程度押し上げ，約
150万人の新規雇用を創出しているという （15）。
　CPECが経済成長の原動力となっているパキ
スタンは別格としても他の南アジアの国でも中
国経済への期待は大きい。一人当たりGDPで
は地域大国インドは中国の 4 分の 1 以下，地域
で最も豊かなスリランカでも中国の半分以下に
とどまる。南アジア主要国にとって，貿易相手
国としての中国は非常に重要になっている。
2017年のJETRO世界貿易投資報告のデータに
よれば，インドにとって中国は輸出で 4 位（89
億6100万ドル），輸入で 1 位（606億3400万ドル，
輸入全体の 16.8％），パキスタンにとって輸出
2 位（13億6400万ドル），輸入 1 位（81億2700
万ドル，同20.6％），スリランカの輸出 8 位（ 2
億 1100万ドル），輸入 1 位（42億1500万ドル，
同 21.7％），バングラデシュの輸入 1 位（82億
2400万ドル，同 24.1％）である。また注目され
るのは2016年の中国からのパキスタンへの直接
投資 7 億1800万ドルで，これはパキスタンの対
内直接投資全体の 41.4％を占める （16）。中国と
の関係が良好なパキスタンはもとより，国境付
近での緊張の続くインドでさえも中国との経済
関係の緊密さが伺える。
（ ２）「一帯一路」国際協力ハイレベルフォーラ
ム
　2017 年 5 月に北京で開催された「一帯一路」
国際協力ハイレベルフォーラムには 130か国か
ら1500名以上が出席した。南アジア各国の出席
状況から「一帯一路」構想へのコミットメント
をうかがえる。首脳クラスが出席したのは中国
からの資金流入の大きいパキスタン，スリラン
カである。バングラデシュとネパール，モルディ
ブ，アフガニスタンからは閣僚レベルのみが出
席した。CPECに反発するインドと，中国と国
交がないブータンは欠席した （17）。
　出席国のなかでもパキスタンはナワズ・シャ
リフ首相と 5 閣僚および各州の州首相が参加す
る大きな代表団となった （18）。スリランカから
はラニル・ウィクラマシンハ首相が出席したが，
パキスタンほどの存在感を示さなかった （19）。
スリランカの場合は前政権時代から進められた
プロジェクトにより中国に対する大きな債務を
抱えながらも，インドへの配慮が働いたとみら
れる。同フォーラムに出席したスリランカのサ
ラタ・アマヌガマ特命大臣は北京で，CPECは
「インドの国益の核心を通る」ため妥協は困難
であるとして，印パが領有を争うカシミール地
方が含まれるCPECに反発するインドの立場を
説明した。しかし同大臣はインドと中国，スリ
ランカは古代のシルクロードの一部であり「地
域の問題が解決すれば，インドはこの構想に大
きな役割を果たすだろう」「インドを避けたり
接近したりしない一帯一路を考えることは不可
能」と言及した。スリランカにはナレンドラ・
モディ印首相が，同フォーラム出席の直前に 2
日間訪問している （20）。スリランカ閣僚の発言
は，CPECは認められないがインドこそが21 世
紀のシルクロードで主要な役割を果たすべきで
あるというインドの意向を代弁する発言となっ
ている。
　インド以外の南アジア諸国にとって近年でこ
そ莫大な債務への懸念もみられるようになって
きたが，「一帯一路」構想は経済的機会をもた
らすとしておおむね歓迎されてきた。インドに
とっては，CPECや周辺国における軍事転用可
能な港湾設備の整備など，「一帯一路」構想に
は利益相反する案件も多い。
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２ 　南アジアの孔子学院の現況と中国語学習
（ １）孔子学院
　孔子学院は，教育部が管轄する国家漢語国際
推領導小組弁公室（漢弁）の監督・指導の下に
世界に設置されてきた。孔子学院の特徴は，海
外の大学などと中国の支援大学とが共同運営す
ることにある。また中学高校を中心に規模の小
さい孔子課堂も設置されている。本稿ではとく
に断りのない限り孔子学院のみをとりあげる。
　「一帯一路」構想が発表される以前の2010年，
世界各国に設置された孔子学院は 329か所で
あったが，南アジアの孔子学院はインド，バン
グラデシュ，パキスタン，スリランカ，ネパー
ルの各国にそれぞれ 2 校ずつ，アフガニスタン
に 1 か所しかなかったという （21）。孔子学院は
米国（72校）に集中し，次にアジアの国や中国
の周辺国を重視して設立されてきたといわれて
いる。アジアの国で周辺国である日本の12校や
韓国の17校，周辺国のロシア17校と比べても南
アジアの孔子学院は少ない （22）。
　2017年に世界の孔子学院は 525校まで増加し
たが，表 1 のとおり漢弁公式サイトで確認でき
る南アジアの孔子学院の「合計」は 2010年と
2017年では11校から12校とほとんどかわってい
ない。パキスタンで 2 校増加し，ネパールで 1
校減少した。孔子学院が集中する米国では，
2010年の 72校から 2017年には 110校に増加し，
外国影響力透明化法案が議会に提出されるなど
警戒感もみられる （23）。南アジアにおいてはい
まだ「一帯一路」の影響を受けて孔子学院の増
設が始まった段階とはいえない。
　表 2 は漢弁公式サイトに掲載されている2017
年末の南アジア諸国の孔子学院の詳細である。
地域全体では2010年と2017年を比較すると 1 校
の増加であるが，2013年以降にスタートした孔
子学院はバングラデシュ 1 ，パキスタン 3 ，ス
リランカ 1 の 5 校である。さらに表 2 によると
2010年より前にスタートした孔子学院はインド
1 ，バングラデシュ 1 ，パキスタン 1 ，ネパー
ル 1 ，アフガニスタン 1 の 4 校しかない。2010
年に存在した孔子学院が11校だったとするとそ
のうちの過半が中断した可能性も考えられる
が，個別の孔子学院の活動状況は今後の課題と
したい。
（ ２）南アジアの中国語教育
　南アジアにおける孔子学院の展開は限定的で
あるが経済交流の拡大によって，現地住民の中
国語学習意欲は高まっている。「一帯一路フォー
ラム」を欠席したインド国内では，中国は1962
年の中印国境紛争の記憶と長年にわたり結びつ
けられてきた。当時国内に居住していた多くの
華僑華人が帰国を余儀なくされたり，スパイ容
疑で砂漠地帯の収容所に収容された （24）。詳細
は不明だが，かつては孔子学院開校の打診をイ
ンド側が断ったこともあるという （25）。
　それでも近年，インド国内の中国語への関心
や学習意欲は高い。2010年に米国調査機関が北
京大学などの委託で実施した「中国文化印象」
表 １　南アジア諸国の孔子学院の数
2010年 2017年
インド 2 2
バングラデシュ 2 2
パキスタン 2 4
スリランカ 2 2
ネパール 2 1
アフガニスタン 2 1
合計 11 12
出 典： 孔 子 学 院 総 部・ 漢 弁 公 式 サ イ ト http://
www.hanban.edu.cn/confuciousinst itutes/
node_10961.htm の情報に基づき，筆者が作成。
2010 年の南アジア各国の孔子学院の数は谷口智彦
氏が当時の「孔子学院総本部サイト」から集計
（http://jbpress.ismedia.jp/articles/-/3758）したも
のを使用した。谷口氏が使用した URL http://
college.chinese.cn/en/node_1979.htm は 現 在 閲 覧
できない。
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に関する国際調査によると調査対象となった米
国・ドイツ・ロシア・インドの 4 か国のなかで
「中国語を勉強したことがある」か「中国語を
勉強したい」と回答した人の割合が最も高かっ
たのはインドであった （26）。
　また東南アジアとの違いとして，南アジアに
は華人コミュニティおよびその子弟のための華
文学校がほとんどないことがあげられる。コル
カタは英領時代からの華人街で，1962年ごろに
は 13校の華文学校が存在した （27）。しかし中印
国境紛争以降，華人街の衰退とともにすべて廃
校となった。なお孔子学院の活動でもふれるが，
南アジアには，主にインドに居住するチベット
人 （28），パキスタンなどに居住するウィグル
人 （29） などの中国の少数民族の存在がある。
３ 　南アジア各国の中国語学習と孔子学院の活
動
（ １）インド
　言語学習のきっかけのひとつとなる人的交流
は非常に少ない。2012年のインドから中国への
留学生は 10,237人で，インドからの留学先とし
ては 6 位である。留学先トップの米国へは，同
年インドから 96,754人が留学していた （30）。中
国からインドへの留学生は 1,200人である。「一
帯一路」構想発表後の2015年にはインドから中
表 ２　南アジア諸国の孔子学院
国名 スタート日など 孔子学院 中国側の提携大学
インド 2009年 4 月 9 日
2012年 7 月18日
ヴェローレ工科大学（VIT）
孔子学院
ムンバイ大学孔子学院
鄭州大学
天津理工大学
バングラデシュ 2006年 2 月14日
2015年11月 5 日※ 1
ノースサウス大学孔子学院
ダッカ大学孔子学院
雲南大学
雲南大学
パキスタン 2007年 4 月 9 日
2013年11月29日
2015年※ 2
2015年 7 月 2 日※ 3
イスラマバード孔子学院
カラチ孔子学院
ファイザラバード農業大学
孔子学院
パンジャブ大学孔子学院
北京言語大学
四川師範大学
新疆農業大学
江西理工大学
スリランカ 2011年10月 1 日
2014年 9 月16日調印※ 4
ケラニヤ大学孔子学院
コロンボ大学孔子学院
重慶師範大学
北京外国語大学，紅河
学院
ネパール 2007年 6 月13日 カトマンズ大学孔子学院 河北経貿大学
アフガニスタン 2008年 3 月 1 日 カブール大学孔子学院 太原理工大学
出典： 孔 子 学 院 総 部・ 漢 弁 公 式 サ イ ト http://www.hanban.edu.cn/confuciousinstitutes/node_ 
10961.htm の情報に基づき，筆者が作成。※は漢弁公式サイトに設立日などの記載がなく現地大学
公式サイトで確認。
※ 1 　ダッカ大学　http://ciatdu.bd.chinesecio.com/en/node/100
※ 2 　ファイザラバード農業大学　http://uaf.edu.pk/events_2012/events/150217.html
※ 3 　パンジャブ大学　http://pu.edu.pk/home/department/90032/
※ 4 　Confucius Institute Magazine,　Number 34. Volume V. September 2014
http://confuciusmag.com/ceremony-establishment-of-the-confucius-institute-university-colombo
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国への留学生は 16,694人に増加している （31）。
同年の日本から中国への留学生は21,000 人で中
国から日本への留学生は11万人であった。イン
ド同様中国との国境紛争を経験したベトナムで
さえインドよりは多い。ベトナムから中国への
留学生は 13,000人で，中国からベトナムへの留
学生は 3,000人であった。中国からの訪問者が
少ない理由として，中国人はインドを貧しく後
進的と考え，わざわざ訪問する価値がないと軽
視しているからだという指摘もある （32）。
　広大なインドに孔子学院は 2 か所しかない。
インド最初の孔子学院はタミルナドゥ州チェン
ナイにあるヴェローレ工科大学（VIT）にある
VIT孔子学院である。表 3 は漢弁公式サイトで
公表された VIT 孔子学院の活動と主な中印関
係である。VIT孔子学院のスタートは2009年だ
が，漢弁公式サイトでは2013年 2 月以前の活動
の掲載は確認できなかった。
（ ２）パキスタンの孔子学院の活動
　パキスタンには南アジア地域で最多の 4 つの
孔子学院がある。首都イスラマバードのイスラ
マバード孔子学院は，最初の孔子学院である。
　表 4 では漢弁公式サイトで公開されたイスラ
マバード孔子学院の活動と主な中パ関係であ
る。イスラマバード孔子学院は2007年のスター
トだが，漢弁公式サイトでは2010年以前の活動
は確認できなかった。
（ ３）孔子学院の活動の評価
　漢弁公式サイトから確認できたイベントの特
徴は以下のようなものである。すべてのイベン
トが漢弁公式サイトに掲載されているかは不明
であるが，一定の傾向は確認できる。2013年以
降の全イベント数ではVIT孔子学院が14件，イ
スラマバード孔子学院が26件となっている。「一
帯一路」構想へのコミットメントの度合いの深
いパキスタンのイスラマバード孔子学院の方が
インドの VIT孔子学院に比べ，イベント数で
は 2 倍近く多い。しかし，各年別のイベント実
施状況をみると「一帯一路」構想との関連は必
ずしも明らかであるとはいえない。VIT孔子学
院のイベントは2014年と2016年の 4 件が最多だ
が，イスラマバード孔子学院のイベントは「一
帯一路」構想以前の2010年の13件が最多で，二
番目は2011年の 9 件であった。2015年 3 月に陸
のシルクロードの具体的な政策が発表されて以
降の活動状況をみると，VIT孔子学院は2015年
は 3 件，2017年は 2 件が掲載され，イスラマバー
ド孔子学院は2015年 4 件，2016年 5 件，2017年
は 8 件となっており，それ以前と比べてイベン
ト数が増えたとはいえない。
　孔子学院のイベント数には対中関係の影響も
推察される。2017年のVIT孔子学院のイベント
数は 2 件と前年の半分であった。2017年12月に
は雲南師範大学と現地私立校との提携でコルカ
タに初の孔子課堂がスタートした。同年後半は
ブータン国境付近での中国側の道路建設によ
り， 2 か月以上にわたり中印両軍が国境で対峙
した。 9 月にはBRICSサミットで習主席とモ
ディ首相の会談が実施されるなど，両国関係は
いったん緊張緩和に向かうかと思われた （33）。
このタイミングで12月にはインド初の孔子課堂
がスタートしたが，12月末には北東部アルナー
チャル・プラデーシュ州で実効支配線を越えて
中国側が道路建設作業を開始，インド国境警備
隊が発見して建設作業は数日で中断したが，イ
ンド側が反発した （34）。
　新年を祝う集いは，最も継続的に実施されて
きたイベントといってよいだろう。イスラマ
バード孔子学院では，新年祝賀会，ランタン・
フェスティバル，ハッピー・スプリング・フェ
スティバルなどの名称で2012年を除いて毎年確
認できる。VIT孔子学院でも，新年祝賀会は
2015年，2016年に実施されていることが確認で
きた。その他のイベントとして複数回実施され
ているものは書道，舞踊，写真展，中華料理紹
介などがあげられる。いずれも不定期に開催さ
れ，文化紹介的な内容といえる。文化イベント
が最初に確認できるのは2013年 9 月のVIT孔子
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表 ３　VIT孔子学院の活動と中印関係
VIT孔子学院の活動 主な中印関係
2013年（ 1 件）
2 月24日　孔子学院本部徐林局長がVIT訪問。G.
V. サンパタ VIT 副学長は，2014年アジア・オセア
ニア孔子学院大会のホスト校引き受け意欲を表明。
教師，学生200人以上参加
2014年（ 4 件）
8 月16日　 3 名のボランティア中国語教師が VIT
到着。チェンナイ・キャンパスで中国語指導開始
9 月13日　孔子学院10周年を記念して中国語体験
クラス「生存の中国」実施，教員50人以上参加。
9 月25日　孔子学院の日を祝う写真展，30人以上
の教師と学生が出展
9 月27日　孔子学院の日を祝うフラッシュモブ
2015年（ 3 件）
2 月　春祭りの祝賀会，アンベドガール講堂 200人
以上参加。チベットダンス「私は草原との約束が
あります」など
2 月11日　新年の祝い，1000人以上参加。
3 月 5 日　ランタン・フェスティバルを祝うレク
リエーション活動。教師，学生，地域住民参加
2016年（ 4 件）
2 月 3 日　中国料理の体験活動　餃子づくり。VIT
ではスポーツ科学の祭典準備中
2 月 5 日　VITスポーツ科学の祭典の多国籍文化
ショーで孔子学院が発表。チベットダンス，太極拳，
書道ほか
2 月 7 日　春祭りのガラ。チベットダンス，コー
ラス，インド舞踊
2 月29日　ランタン・フェスティバル，チェンナ
イキャンパス祝賀パーティー
2017年（ 2 件）
7 月11日　新入生歓迎活動，「墨香迎新生」，書道
体験
12月　初の孔子課堂，コルカタに開設
2013年
9 月，「シルクロード経済ベルト構想」発表
2014年
9 月，習近平国家主席訪印，インド滞在 3 日間
11月李克強総理とモディ首相会談（EAS）
2015年
3 月，「陸のシルクロード」発表
5 月　モディ首相訪中
7 月　 習 近 平 国 家 主 席 と モ デ ィ 首 相 首 脳 会 談
（BRICS 首脳会議）
2016年
5 月　ムカジー大統領訪中
9 月　モディ首相訪中（G20）
10月　習国家主席訪印（BRICS）
2017年
5 月　「一帯一路」国際協力ハイレベルフォーラム
6 月〜中国・インド・ブータンの国境地帯ドクラ
ム高原で軍が対峙
9 月　厦門のBRICS首脳会議中に習国家主席とモ
ディ首相会談
出典：漢弁公式サイト韦洛尔科技大学孔子学院関連ニュースに基づき，筆者が作成
http://www.hanban.org/confuciousinstitutes/node_6792.htm?vak=list
2017年11月閲覧。
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イスラマバード孔子学院の活動 主な中パ関係
2010年（13件）
1 月26日　中国大使館から NUML に 1000冊の図書
贈呈式
2 月 3 日　春節の祝い，300人以上出席
3 月10日　奨学金選考会，53名を面接
4 月 6 日　中国日報，人民網，中国青年報，上海
東方早報など中国メディアによる取材
4 月17日　第 9 回中国橋に国内10以上の地区・都
市から 100名以上参加。中国橋パキスタン支部が正
式スタート
4 月19日　国立科学技術大学（NUST）の「多文化
週間」で「今日の中国―世界の中国」展示
5 月27日　中パ学生交流のためのバスケットボー
ル大会
5 月27日　中国語能力テスト（HSK，YCT）の受
験者が 117人に達する。英字紙「ドーン」とウル
ドゥー語紙「ジャング」で告知した結果と評価
9 月24日　国立芸術館で図書と教材の展示会開会
式，200人以上出席
10月28日　中国語教材と中国文化知識展開催
11月25日　イスラマバードの中小学校，現代言語
学校（MLS）で中学生向けの中国語と文化知識コ
ンテスト実施。18人が 3 班にわかれて競う
12月16日　パキスタンのテレビ局PTVが孔子学院
を取材
12月18日　訪パ中の温家宝総理にパ中友好セン
ターで孔子学院の学生が歌と踊りを披露
2011年（ 9 件）
1 月11 〜 12日　パキスタン外務省戦略研究所の
「『2011年友好年』中パ関係検討会」で「文化外交
の観点の下でのイスラマバード孔子学院とパ中友
好」報告
1 月28日　中国大使館と孔子学院はパ中友好セン
ターで新年祝賀会，800人出席
3 月 5 日　パキスタン中国語教材研究会開催。
3 月22日　友好年文化体験センター開設，300人以
上出席。2010年12月のパキスタン訪問の際，温家
宝総理が孔子学院は中国文化を広める大使と言及
3 月27日　合作校MLSUで中国語学習の報告会
4 月23日　中国語教員養成セミナー開催，イスラ
マバード，カラチ，ラホール，ラワルピンディか
ら40人参加
2010年
7 月 6 日　ザルダリ大統領訪中， 6 日間
12月17〜19日　温家宝総理，訪パ
2011年
表 ４　イスラマバード孔子学院の活動と中パ関係
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イスラマバード孔子学院の活動 主な中パ関係
6 月10日　中国橋サマーキャンプとアカデミー・
サマーキャンプ。2010年の温家宝訪パ共同声明に
盛り込まれた人的交流の一環。150人以上が参加
10月 8 〜 9 日　ウルドゥー語版中国語教材講習会，
小中，大学，インターナショナル校から 42人の中
国語教師が参加
11月28日　シンド州の小中学校の中国語教員募集
を実施。ザルダリ大統領の出身地シンド州では 9
月から 6 年生以上で中国語学習を義務化
2012年（ 3 件）
2 月18日　新疆ウィグル文化新聞代表団がパキス
タンラジオ孔子教室に書籍300冊贈呈
5 月22日　第11回中国橋決勝， 8 人が出場
11月17〜18日　ウルドゥー語版中国語教材研修セ
ミナーにイスラマバード，ラワルピンディ，カラチ，
パンジャブから40人以上の教師が参加
2013年（ 3 件）
2 月14日　パキスタン国立芸術審議会スタジオで
ハッピー・スプリング・フェスティバル開催。劉
建大使，パキスタン国防省サルダル・サレーム・
ハイデル国務大臣ら出席
2 月16日　孔子学院が中国大使館で開催の春節の
祝いに招待。ザルダリ大統領ら要人出席
4 月30日　第12回中国橋決勝大会300人以上出席
2014年（ 6 件）
2 月14日　新年の祝い・ランタン・フェスティバ
ルを国立芸術センターで開催，500人以上出席
2 月16日　孔子学院とパキスタン中国協会によっ
てマルチメディア機器を利用した遠隔中国語授業
スタート。
5 月24日　今年度上半期の中国語能力試験（HSK，
HSKK，YCT）受験者357人に
9 月25〜26日　孔子学院の日，10周年祝賀会
12月 2 日　袁建民中パ民間友好大使が孔子学院で
講演。同氏は中国外運長航集団新疆有限公司の党
委書記
12月13日　米国，英国など 20か国以上の名物料理
を紹介するパキスタン国防大学で開催の「国際美
食会」に孔子学院が出展し春巻き，餃子，酸辣湯
など提供
2015年（ 4 件）
3 月 5 日　新年祝賀会とランタン・フェスティバ
ルに12以上の学校が参加し100人以上の出演者
2012年
2013年
5 月　李克強首相訪パ
7 月　シャリフ首相訪中
2014年
9 月　「シルクロード経済ベルト構想」発表。
9 月　首都イスラマバード周辺の反政府デモによ
る治安悪化のため，習近平国家主席のパキスタン
訪問が延期
2015年
3 月，「陸のシルクロード」発表。
4 月20〜21日　習近平国家主席パキスタン訪問，
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学院の写真展である。その後，2014年からは不
定期であるがVIT孔子学院およびイスラマバー
ド孔子学院における文化イベントの実施が確認
できる。川島は「一帯一路」構想沿線国のモロッ
コとキルギスタンの孔子学院の活動について
「『地味』で『手作り』的に見える」と述べてい
るが （35），これまでのところVIT孔子学院とイ
スラマバード孔子学院のイベントからも同様の
「地味」で「手作り」の印象を受ける。とはい
え中国との人的交流が非常に限定されている状
況では中国文化を紹介し，娯楽的な要素もある
このようなイベントを継続して行うことには一
定の効果が期待できるだろう。
　また文化イベントのなかには，中国のマイノ
リティにかかわるものもあった。VIT孔子学院
では2014年と2015年のイベントでチベットダン
スが披露されている。またイスラマバード孔子
学院では，2012年に新疆ウィグル文化新聞代表
団の訪問と図書の贈呈，2016年には寧夏回族自
治区「一帯一路」イスラム文化国際写真優秀展
が開催されている。
　イスラマバード孔子学院では全期間を通じ
て，イベントへの参加人数の増加，中国語資格
テストや留学・中国橋への応募者の増加がみら
れた。また2010年から2012年にかけてイスラマ
バード孔子学院では教員を対象としたセミナー
イスラマバード孔子学院の活動 主な中パ関係
4 月20日　NUMLは「平和共存五原則友好賞」を受賞
5 月12日　第14回中国橋決勝大会， 9 名出場
11月10日　中南民族大学文芸団パキスタン・ツアー
公演
2016年（ 5 件）
2 月19日　新年祝賀会，演劇と文化体験に 2000人
以上参加
4 月22日　寧夏回族自治区「一帯一路」イスラム
文化国際写真優秀展開会式に数百人参加
5 月27日　第15回中国橋決勝大会，200人以上参加
6 月 2 日　孔子学院の新校舎完成テープカット式
国家漢弁から副主任夏建輝出席
11月22日　中パ国交65周年記念写真展開催
2017年（ 8 件）
2 月15日　ハッピー・スプリング・フェスティバ
ル
4 月20日　首相官邸で『習近平　国家統治を語る』
ウルドゥー語版の贈呈式
4 月26日　中国音楽祭
5 月23日　上半期中国語能力テストの受験者が
2392人に急増，2016年は1350人（年間）
5 月24日　第16回中国橋国内大会決勝
10月 4 日　孔子学院の日イベントと中秋祭
10月23日　中南大学芸術団公演
中国パキスタン経済回廊（CPEC）を発表
4 月20日　アフサン・イクバル計画・開発相が人
民日報のインタビューでパキスタンは「一帯一路」
の沿線の重要国であると言及
2016年
11月　グワダル港開港
2017年
5 月　「一帯一路」国際協力ハイレベルフォーラム
出典：漢弁公式サイト伊斯蘭堡孔子学院関連ニュースに基づき，筆者が作成。
http://www.hanban.org/confuciousinstitutes/node_6851.htm?vak=list
2017年11月閲覧。
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や教材の質の向上を目指した教育研究のとりく
みがみられたが，2013年以降は確認できない。
VIT孔子学院では全期間を通じて確認できな
かった。中国語教育の質の向上のための教育研
究活動は，中国企業への就職や中国ビジネスの
場面において重要となるはずであるが，現在ま
でのところは「一帯一路」構想との関連は不明
である。
　またパキスタンでは中国語学習が小中学校レ
ベルにも拡大してきている。インドでも孔子学
院以前ではあるが，インドの閣僚から中国語教
育を中学校レベルに取り入れようという意見も
あったが，実現しなかった （36）。
（ ４）留学生の評価
　前述の『孔子学院』誌「一帯一路」特集号で
は，「一帯一路」の沿線国のパキスタン，ロシア，
キルギスタン，タイ，ウズベキスタン，インド
の 6 か国からの留学生の声を紹介している。四
川師範大学に留学中のパキスタン人留学生ムハ
ンマド・メエラン・アリ・シャーは，「努力す
れば成功の機会が訪れる」というタイトルで寄
稿し，「ここの生活はすばらしい。安全で快適
である」，「このような人生がかわるほどの機会
と輝かしい未来を与えてくれた孔子学院に，私
は感謝したい」，「『一帯一路』構想だけが我々
の『南アジア中国語教師養成奨学金クラス』を
可能にした」（37） と率直な謝意と中国留学への
高い評価を述べ，『孔子学院』誌の留学生紹介
の中で最初に登場している。
　一方，留学生紹介最後に掲載されたインド人
留学生ムケシュ・クマル・ヴェルマは「孔子中
国研究プログラム」で四川大学の博士課程で中
国経済を研究している。「異なる国家，同じ夢」
というタイトルで寄稿し，中国とインドの共通
点として大きな人口，長い歴史，豊かな文化を
あげる。留学先中国と出身国インドを対等な存
在と位置づけ，より多くの交流を提唱する内容
である。一帯一路は「古代のシルクロードの復
活である，すなわち，中国の人々と企業にとっ
て利益となるだけでなく沿線に多くの発展の機
会をもたらすものである」と評価する （38）。中
国留学が人生の僥倖であるというパキスタン人
留学生と比べると，冷静な分析となっている。
　なおインドには，孔子学院に対抗してインド
から世界に文化を発信しようという意見も一部
にある。たとえばヒンズー至上主義団体民族義
勇団（RSS）系シンクタンクのインド政策財団
（Indian Policy Foundation）は，孔子学院を引
き合いにだして国際的なインド古典研究機関設
置の提言をおこなっている。RSSは与党インド
人民党（BJP）に強い影響力をもつ支援団体で
ある （39）。
おわりに
　漢弁，孔子学院，中国への留学生など多様な
レベルで，孔子学院と「一帯一路」構想は関連
付けて語られている。しかし孔子学院と「一帯
一路」構想の連動は今のところは限定的といえ
る。長年の友好国でCPECが「一帯一路」構想
の基幹ルートと位置付けられるパキスタンでは
孔子学院が 2 校増えた。しかし南アジアの他の
諸国では「一帯一路」構想の前後で孔子学院の
数は増加していない。
　また「一帯一路」構想へのコミットメントに
大きな差があるインドとパキスタンの孔子学院
の活動においても，「一帯一路」に関連付けて
大きな変化があったとはいえない。むしろ孔子
学院の活動は，対中関係全体に影響されるよう
にみえる。インドの場合は国境問題の緊張に
よって孔子学院の活動報告は減少し，パキスタ
ンの場合には首脳の訪問の機会に小中学校レベ
ルへの中国語教育の拡大や文化センターの建設
などが進められた。「新年のイベント」や写真展，
料理など娯楽要素もある文化紹介のイベントを
通じて中国文化にふれる「窓」にはなっている
とは言えるかもしれない。南アジアの人口や広
さを考えれば，それはまだ小さな「窓」だと言
わざるを得ない。
　「一帯一路」構想が具体化するにつれて，中
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国との経済関係の深い南アジア諸国では，中国
語学習意欲は今後も高まるとみられる。パキス
タンでは中国橋や中国語能力試験の参加者が
年々増加していることも確認できた。しかしイ
スラマバード孔子学院による中国語教育の質の
引き上げのための教育研究活動は 2014年以降，
確認できない。インドのVIT孔子学院では全期
間を通じて教育研究活動は確認できない。中国
企業への就職や中国関連ビジネスの場で中国語
を実際に使う機会が増えれば，このような活動
の必要性は一層高まるはずと思われるので，継
続して注目していきたい。
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　　As providers of Chinese language education and cultural exchange, Confucius Institutes are expected to 
help promoting Belt and Road Initiative. South Asian countries are important and unavoidable partners 
located along Belt and Road. The degree of involvement with Belt and Road vary among South Asian 
countries from engaged Pakistan and Sri Lanka to India. Pakistan has been committed heavily with China-
Pakistan Economic Corridor (CPEC). India stands against CPEC and boycotted the Belt and Road Forum for 
International Cooperation in 2017. Although there are five new Confucius Institutes inaugurated after the 
announcement of the Initiative, the total number of Confucius Institutes in the region are not yet increased in 
2010-2017. Number of cultural activities of an Indian Confucius Institute and a Pakistani Confucius Institutes 
is varies each year. It seems too early to say Confucius Institutes are activated to promote Belt and Road 
Initiatives in South Asia.
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